
 

          

 

 

【新 説】 

日本で最初の野球試合は 

「１８７１(明治４)年１０月３１日」 
 

 

                  

日本初の野球試合が行われた日付に関しては、横浜で発行されていた英字新聞 

（「ジャパン・ウィークリーメール」紙 1871 年 11 月 4 日付）をもとに調べた結果、 

それまでの通説よりも約１ケ月早い「１８７１年９月３０日」が有力だと１０年 

以上前から提唱してきました。 

 

これについては、『高校野球百科事典』（池田くん様）のホームページでも取り 

あげていただいています。この場をおかりして改めて御礼申し上げます。 

 

さて、この「日本初の野球試合」について、調べを続けていたところ、今回 

「ニューヨーク ヘラルド紙」（１８７１年１２月１８日付）に 

『横浜で初めての野球の試合が先月（１０月）２６日に、９人のアメリカ人 

居留民とアメリカ軍艦「コロラド号」から選ばれた９人との間で行われた』 

と書かれた新たな記事をみつけました。 

 

横浜の英字新聞(ウィークリーメール)と｢ヘラルド紙｣の記事内容を比べますと 

  ウィークリーメール紙             

（横浜の英字新聞） 
ニューヨークヘラルド紙 

  

試合の日付 １０月３０日 １０月２６日 

グラウンド状態 とても滑りやすかった 
前の二日間降り続いた 

大雨のため非常に悪い 

参加チーム 横浜のアメリカ人居留民チームとアメリカ軍艦「コロラド号」チーム 

試合結果 コロラド号１４－１１居留民（４回で終了） 



 

 

 

つまり、参加チームやグラウンド状態、試合の結果などから総合的に考えて 

横浜の英字新聞とこのヘラルド紙の記事は、試合の日付こそ異なるものの同じ 

日の同じ試合について伝えていたことがわかります。 

 

さらに、このゲームは、「二日続きの雨のあと天気が回復した日」に行われていた 

ことが新たにわかりました。 

 

そこで改めて天候面からゲームが行われた日を調べてみました。 

参考にした主な資料は『関口日記』です。 

『関口日記』は、試合場所から直線距離で約５ｋｍのところにある生麦村 

（今の横浜市鶴見区生麦）で名主をしていた関口家の当主達が五代にわたり 

日々の天気や日常生活・事件・金銭出納などを書き続けた日記です。 

 

『関口日記』による気象状況は次のとおりです 

 

 

その他の日も同様に調べましたが、結果として、９月中旬から１０月末日まで

約 40 日間に「二日続きの雨の後に天気が回復した日（雨・雨・晴天）」という

条件に該当する日は、１０月３１日しかありませんでした。 

 

 

このような調査結果から 

日本最古の野球の試合は、 

「１８７１年１０月３１日の火曜日に行われた」 
とするのが最も妥当だとの結論に至りました。 

 

 

２０１６年５月 

 

弘田 正典（ヒロタ マサノリ） 

                                  

前々日 10/28 薄晴 ☄ 10/24 薄晴 ☄ 09/28 晴天 ☀ 10/29 雨天 ☂

前日 10/29 雨天 ☂ 10/25 薄晴 ☄ 09/29 陰天（曇） ☁ 10/30 雨天 ☂

試合日 10/30 雨天（神楽が延期） ☂ 10/26 陰天（曇） ☁ 09/30 薄晴 朝の内雨☄ 10/31 晴天 ☀

新聞名
試合日

ウィークリーメール紙
10/30（月)

ニューヨークヘラルド紙

10/26(木)
旧弘田説

09/30（土）
☆ 新説 ☆
10/3１（火）





天気
正午
気温

001 1871/09/22 金・F R  I M04/08/08 丙寅 陰天 半晴 22.77

002 1871/09/23 土・S A T M04/08/09 丁卯 薄晴 半晴 17.22

003 1871/09/24 日・S U N M04/08/10 戊辰 薄晴 半晴 15.55

004 1871/09/25 月・M O N M04/08/11 己巳 陰天 曇 20.00

005 1871/09/26 火・T U E M04/08/12 庚午 薄晴 夕刻より雨 曇 23.89

006 1871/09/27 水・W E D M04/08/13 辛未 陰天 昼前折々少雨 小雨 22.22

007 1871/09/28 木・T H U M04/08/14 壬申 晴天 晴 22.22

008 1871/09/29 金・F R  I M04/08/15 癸酉 陰天 晴 22.78

009 1871/09/30 土・S A T M04/08/16 甲戌 薄晴 朝ノ内雨降 半晴 16.67 旧弘田説

010 1871/10/01 日・S U N M04/08/17 乙亥 晴天 晴 23.33

011 1871/10/02 月・M O N M04/08/18 丙子 陰天 雨 20.00

012 1871/10/03 火・T U E M04/08/19 丁丑 薄晴 半晴 25.00

013 1871/10/04 水・W E D M04/08/20 戊寅 陰天 曇 25.00

014 1871/10/05 木・T H U M04/08/21 己卯 薄晴 曇 25.00

015 1871/10/06 金・F R  I M04/08/22 庚辰 薄晴 曇 23.89

016 1871/10/07 土・S A T M04/08/23 辛巳 陰天 小雨降 雨 15.56

017 1871/10/08 日・S U N M04/08/24 壬午 雨天 雨 15.00

018 1871/10/09 月・M O N M04/08/25 癸未 雨天 雨 15.00

019 1871/10/10 火・T U E M04/08/26 甲申 大雨 雨 18.89

020 1871/10/11 水・W E D M04/08/27 乙酉 晴天 晴 20.00

021 1871/10/12 木・T H U M04/08/28 丙戌 晴天 晴 21.11

022 1871/10/13 金・F R  I M04/08/29 丁亥 晴天 晴 21.11

023 1871/10/14 土・S A T M04/09/01 戊子 薄晴 ・・・ ・・・

024 1871/10/15 日・S U N M04/09/02 己丑 陰天 ・・・ ・・・

025 1871/10/16 月・M O N M04/09/03 庚寅 晴天 ・・・ ・・・

026 1871/10/17 火・T U E M04/09/04 辛卯 晴天 ・・・ ・・・

027 1871/10/18 水・W E D M04/09/05 壬辰 晴天 ・・・ ・・・

028 1871/10/19 木・T H U M04/09/06 癸巳 晴天 ・・・ ・・・

029 1871/10/20 金・F R  I M04/09/07 甲午 晴天 ・・・ ・・・

030 1871/10/21 土・S A T M04/09/08 乙未 晴天 ・・・ ・・・

031 1871/10/22 日・S U N M04/09/09 丙申 陰天 朝ノ内雨降 ・・・ ・・・

032 1871/10/23 月・M O N M04/09/10 丁酉 薄晴 ・・・ ・・・

033 1871/10/24 火・T U E M04/09/11 戊戌 薄晴 ・・・ ・・・

034 1871/10/25 水・W E D M04/09/12 己亥 薄晴 ・・・ ・・・

035 1871/10/26 木・T H U M04/09/13 庚子 陰天 ・・・ ・・・ ｢The New　York　Herald｣1871.12.18

036 1871/10/27 金・F R  I M04/09/14 辛丑 雨天 ・・・ ・・・

037 1871/10/28 土・S A T M04/09/15 壬寅 薄晴 ・・・ ・・・

038 1871/10/29 日・S U N M04/09/16 癸卯 雨天 ・・・ ・・・

039 1871/10/30 月・M O N M04/09/17 甲辰 雨天 ・・・ ・・・ ｢The Japan　Weekly　Mail｣1871.11.04

晴天  岸谷諏訪神社神楽安五郎屋敷

　　　　ニ而興行昨日之処雨天故今日 ・・・ ・・・

　　　　に相成英太郎行
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